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1．基本情報 
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（１）対象地域 

アイルランド County Waterford の Knockmealdoun 山地の麓のサイト、National Grid Reference S 002 

101 において、35 年生のマツ林で 1993 年 1 月～1994 年 12 月にフィールド調査と、葉･土壌からの溶脱

の室内実験を実施。 

（２）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

汚染後数年間は、出水時のサンプリングにおいて、SS の対象とならない 2mm 以上の落ち葉やその破片

を含めた評価も必要であろう。 

 

（2）流出挙動・経路 

チェルノブイル原発事故後に 137Cs は樹冠に沈着後、降水や落葉と共に土壌表面を構成する O 層および

土壌表層に蓄積され、その後、表層の Oh 層（有機層）からその下の表土（0～5cm 層、5～10cm 層）に

ゆっくりと移行し、土壌表層で長期に残存する。 

 

（3）除染の際の留意点 

137Cs は Oh 層と表層 0～5cm 層の濃度が高いことから、この部分の除染が必要とされる。 

 

（4）担当者のコメント 

137Cs により汚染された森林は、降雨時流出により下流へ徐々に 137Cs を流出させ長期間汚染源としての

役割を果たす。これを防ぐには、少なくとも土壌の Oh 層（腐植層）と表層 0~10cm 部分の除染が必要

となるが、事実上不可能と思われる。 

 

 


